
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

令和６ 年 ６ 月 28 日

静岡県知事

鈴木　康友 殿

　提出者

住　所

氏　名

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　Ａ列４番）

（第１面）

産業廃棄物処理計画書

静岡県　磐田市　新貝2500番地

ヤマハ発動機株式会社

代表取締役　日髙　祥博

0538-37-4194

事 業 場 の 名 称 　ヤマハ発動機(株)　磐田南工場

事 業 場 の 所 在 地 　静岡県　磐田市天竜800番地

計 画 期 間 令和６年４月１日　～　令和７年３月３１日

① 事 業 の 種 類 　輸送用機械器具製造業

② 事 業 の 規 模 　製造品出荷額　6,760百万円

③ 従 業 員 数 929名（正規社員、嘱託職員、期間社員、派遣社員※請負職場除く）

④ 産 業 廃 棄 物 の
一連の処理の工程

　添付資料　廃棄物処理フロー（図１～５）

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他そ
の処理に関する計画を作成したので、提出します。



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（　令和３ 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

（第２面）

産業廃棄物の種類_

排 出 量_

産業廃棄物の種類_

排 出 量_

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

　※別紙１を参照

①現状

②計画

①現状

②計画

・鋳物砂の発生抑制

・離型剤廃液削減→少量スプレー化により廃液削減

・木くずの有価化

・廃液の、遠心分離、ＣＤドライヤーによる、発生量削減

・中子の中空化による鋳造砂発生量削減

・塩ビ手袋のマテリアルリサイクル（有価売却）

　

・鋳物砂の発生抑制（無機中子による砂の社内再生）

・水溶性クーラントの寿命延長　　

・廃棄物分別教育による、意識の高揚及び分別精度向上（有価物化の推進）

・有価物化継続（金属類、木くず、ゴム手、保護具、電気雑品等）

・汚泥のＣＤドライヤーによる発生量削減

・一部ビニール（ストレッチフィルム）の有価化

　

・金属類の分別有価化　　　　・ＯＡ機器、小型電化製品等の有価売却

・燃えるごみをRPFプラへ分別　　安全保護具（ゴム手袋）の買い取り業者への引き取り

・木くずその他廃棄物の教育による分別の徹底  .・水溶性廃油寿命延長

・木くずやその他廃棄物の教育等の継続　・燃えるごみのRPFプラ分別継続

・工場内ゴミ箱のパトロール　・雑芥を一般廃棄物へ分別

別紙の通り（別紙２）

別紙の通り（別紙２）



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　令和３ 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（　令和３ 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

（第３面）

産業廃棄物の種類_

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0 0

産業廃棄物の種類_

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0 0

産業廃棄物の種類_ 廃油（離型剤廃液） 汚泥（脱水ｽﾗｯｼﾞ、脱臭塔濃縮
汚泥、処理場汚泥）

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0 0

自ら中間処理により減量した
産 業 廃 棄 物 の 量 776 275

産業廃棄物の種類_ 廃油（離型剤廃液） 汚泥（脱水ｽﾗｯｼﾞ、脱臭塔濃縮
汚泥、処理場汚泥）

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0 0

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量 784 278

①現状

②計画

①現状

②計画

・廃油：ＣＤドライヤーの濃縮蒸発による減量

・汚泥：脱水スラッジ→圧縮プレス式減量化

・汚泥：処理場汚泥→脱水機による減量化

・汚泥：脱臭塔汚泥→ＣＤドライヤーの濃縮蒸発による減量

 ・汚泥：ＣＤドライヤーによる脱臭塔汚泥濃縮蒸発の横展開（対象脱臭塔の拡大）

実績なし

実績なし



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　令和３ 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　令和３ 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

（第４面）

産業廃棄物の種類_

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0

産業廃棄物の種類_

全 処 理 委 託 量_

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

①現状

②計画

①現状

・処理方法変更によるリサイクル度の向上

・廃棄物委託業者の実地確認による適正処理の確認

実績なし

実績なし

別紙の通り（別紙２）



【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

（第５面）

産業廃棄物の種類_

全 処 理 委 託 量_

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

※事務処理欄

②計画

・無機再生砂による廃砂の社内再生

・脱臭塔汚泥の内部処理拡大による発生量削減

別紙の通り（別紙２）



（第６面）
備考
　１　前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

　２　当該年度の６月30日までに提出すること。

　３　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ
     と。

　　(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
　　(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請
　　　完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ
　　　事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
　　(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま
　　　での一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

　４　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中
　　間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間
　　処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

　５　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量
　　を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行
　　令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収
　　施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ
　　る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者へ
　　の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

　６　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと
　　おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の
　　種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入
　　すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき
　　は、「―」を記入すること。

　７　※欄は記入しないこと。



　　平成29年4月1日～平成30年3月31日

31：輸送用機械器具製造業
製造品出荷額 　7,233百万円
798名（2018年4月現在）

図１

2021/06



製造工程と産業廃棄物発生フローシート　（加工工程） １号館

アルミ材

水溶性加工油 加工

検査

出荷

廃油
（水溶性加工廃液）
（水溶性作動油）

発生産業廃棄物主要原材料 製造工程 処理・処分

蒸発濃縮処理

工業用水

廃棄物処理の流れ 委託処理部分の範囲

2021/06

リサイクル

梱包材 廃プラスチック
（雑芥、紙屑） 焼却処理 燃え殻

リサイクル

リサイクル

廃プラスチック
（ビニール類）

破砕有価売却

図２





製造工程と産業廃棄物発生フローシート　（加工工程） Ｍ１号館

製造工程と産業廃棄物発生フローシート　（組立工程）

製造工程と産業廃棄物発生フローシート　（塗装工程）

アルミ材

水溶性加工油 加工

検査

出荷

廃油

（水溶性加工廃液）
（水溶性作動油）

発生産業廃棄物主要原材料 製造工程 処理・処分

蒸発濃縮処理

工業用水

部品

梱包材 組立

検査

出荷

廃プラスチック
（雑介、紙屑）

発生産業廃棄物主要原材料 製造工程 処理・処分

焼却処理

潤滑油脂類

アルミ材

塗料

前処理

水切乾燥

電着塗装

焼付け

検査

出荷

塗料循環装置 汚泥

（バッグフィルター）

汚泥
（脱水スラッジ）

発生産業廃棄物主要原材料 製造工程 処理・処分

焼却処理

混練水処理・脱水機

前処理剤

脱臭施設 廃アルカリ 中和処理

廃酸
（電着極液）

（第７・８水洗液）
中和処理

汚泥
（活性炭・ろ過材）

焼却処理

廃アルカリ

中和処理廃酸

中和処理

廃プラスチック 焼却処理

溶射
汚泥

（酸化アルミニウム）
焼却処理

廃棄物処理の流れ 委託処理部分の範囲

燃え殻 リサイクル

燃え殻 リサイクル

廃プラスチック
（ビニール類） 有価売却 破砕

燃え殻

燃え殻

燃え殻

リサイクル

リサイクル

リサイクル

リサイクル

2021/06

リサイクル

リサイクル

脱水

脱水 リサイクル

リサイクル

リサイクル脱水

脱水 リサイクル

図４



製造工程と産業廃棄物発生フローシート　（低圧・重力鋳造工程） Ｍ２号館

製造工程と産業廃棄物発生フローシート　（高圧鋳造工程）

アルミ材

鋳物砂

溶解

造型

注湯

型バラシ（砂落し）

湯口切断

含浸

出荷

鉱さい
（シェル殻）
（加工後）

発生産業廃棄物主要原材料 製造工程 処理・処分

焙焼 リサイクル

汚泥
（含浸廃液）

濃縮処理 脱水処理

アルミ材 溶解

注湯

含浸

出荷

廃油
（離型剤廃液）

発生産業廃棄物主要原材料 製造工程 処理・処分

焼却処理

汚泥
（含浸廃液）

濃縮処理 脱水処理

離型剤塗布 金型

研掃

廃アルカリ

（床洗浄廃液）
※工場内清掃時→ 中和処理

汚泥
（含浸液廃液泥状）

焼却処理

廃油
（水溶性作動油）

蒸発濃縮処理

廃棄物処理の流れ 委託処理部分の範囲

リサイクル燃え殻

燃え殻 リサイクル

2021/06

リサイクル

リサイクル

リサイクル

リサイクル

図５



別紙１



別紙２
産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

№ Ｒ５年度実績値（ｔ） Ｒ６年度目標値（ｔ）

1 3735 3697

2 475 470

3 58 58

4 3 3

5 1381 1367

6 86 86

7 廃アルカリ 475 470

8 3 3

9 37 36

10 1 1

11 金属くず 0 0

計 6254 6192 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

現状

№ 種類 Ｒ5年度排出量（ｔ） Ｒ5年度全処理委託量（ｔ）
優良認定処理業者への処理委

託量（ｔ）
認定熱回収業者への
処理委託量（ｔ）

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

（ｔ）

1 鉱さい 3,735 3,735 571 0 0

2
汚泥　（脱臭塔汚泥、脱水スラッジ、
処理場汚泥等）

475 475 97 0 0

3
廃プラスチック　(木系、紙系、樹脂
系、
塗料付きウエス）

58 58 58 0 0

4 ばいじん　（一般、パウダー） 3 3 3 0 0

5 廃油(離型剤廃液、水溶性廃油） 1,381 1,381 407 0 0

6
廃酸　（電着極液、リン酸ジルコン、
電着水洗液）

86 86 86 0 0

7 廃アルカリ 475 475 475 0 0

8 木くず　(木製パレット、物流木箱） 3 3 3 0 0

9 がれき類 37 37 37 0 0

10 ガラス・コンクリート及び陶磁器くず 1 1 1 0 0

11 金属くず 0 0 0 0 0

計 6254 6254 1739 0 0

産業廃棄物の処理の委託に関する事項
計画

№ 種類 Ｒ6年度排出量（ｔ） Ｒ6年度全処理委託量（ｔ）
優良認定処理業者への処理委

託量（ｔ）
認定熱回収業者への
処理委託量（ｔ）

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

（ｔ）

1 鉱さい 3697 3697 577 0 0

2
汚泥　（脱水スラッジ、処理場汚泥、
脱臭塔汚泥等）

470 470 97 0 0

3
廃プラスチック　(木系、紙系、樹脂
系、
塗料付きウエス）

58 58 59 0 0

4 ばいじん　（一般、パウダー） 3 3 3 0 0

5 廃油(離型剤廃液、水溶性廃油） 1367 1367 411 0 0

6
廃酸　（電着極液、リン酸ジルコン、
電着水洗液）

86 86 87 0 0

7 廃アルカリ 470 470 480 0 0

8 木くず　(木製パレット、物流木箱） 3 3 3 0 0

9 がれき類 36 36 37 0 0

10 ガラス・陶磁器 1 1 1 0 0

11 金属くず 0 0 0 0 0

計 6191 6191 1756 0 0

種類

鉱さい

汚泥　（脱水スラッジ、処理場汚泥、脱臭塔汚泥等）

廃プラスチック　(木系、紙系、樹脂系、塗料付きウエス）

ばいじん　（一般、パウダー）

廃油(離型剤廃液、水溶性廃油）

廃酸　（電着極液、リン酸ジルコン、電着水洗液）

木くず　(木製パレット、物流木箱）

がれき類

ガラス・陶磁器


